
教 科 名 社 会 週時間数 ４ 学 年 ３
（歴史的分野）
（公民的分野）

使 用 教 科 書 ・中学社会歴史的分野（日本文教出版）
及 び ・中学社会公民 （日本文教出版）

副 教 材 等

指導の重点 「思考力」 「学ぶ意欲」 「知識・技能」

社会科では、多面的・多角的な見方や考え方ができる学習の場として、
生徒の「問題解決能力」と「社会性」を育むことを目指して学習をしてい

教科のねらい きます。また、基礎的な知識を身につけるとともに、他国の文化や伝統を
尊重できる国際人としての自覚を身につけることも目指していきます。

授業は教科書を中心に進めていきます。また班別で学習することもあり
ます。また、調べ学習として図書室や自宅での学習を求めることもありま

学習の進め方 す。

定 期 考 査 授業で学習したことを中心に問題を出題しますが、観点別に
出題方針 問題を出題します。教科書の内容を覚えるだけではなく、資料

を読み取る力・思考力・表現力も必要となります。

社会科は覚えることが多くて苦手とする人が多くいますが、誰でも一度
に沢山のことは覚えられません。何度も繰り返し学習することが大切だと

学 習 方 法 思います。それと、「何故そうなるのか」という疑問を持ちながら学習する
ことも大切にして下さい。問題集やワークを繰り返し学習することにより、
基本的な知識を身につけることも大切です。

観 点 評 価 規 準 評 価 方 法

① 社会的事象への ・現代の社会的事象に対する関心を持ち、 ・授業の様子
関心・意欲・態度 自ら調べたことをノートにまとめること

ができる。 ・ノートや振り返
・意欲的に授業に取り組み、発言したり質 り、ワーク、家庭
問したりすることができる。 学習等の提出

・ワーク学習に熱心に取り組むことができ
る。 ・ノートや振り返り

・ノート・ワーク・家庭学習等の提出物を の記述内容
期限内に提出することができる。

評
② 社会的な思考・判断 ・現代の社会的事象や授業での学習内容を ・授業の様子
・表現 身近な生活と関連づけて発言やノート等

にまとめることができる。 ・ノートの記述内容
・様々な社会的事象や授業での学習内容を
多面的に捉え、掘り下げて考えることが ・定期テスト
できる。

・筋道を立てて課題を解決することができ
る。・統計や新聞、映像などの資料を活

価 用して
・ノートにまとめることができる。
・資料を多面的に読みとることができる。
・他の意見を聞き、自分の意見を発表する
ことができる。



③ 社会的な事象につ ・現代の社会生活・政治・経済の基礎的な ・授業の様子
いての知識・技能 用語の意味を理解している。

・現代の社会的事象の意義や役割を理解し ・ノートの記述内容
ている。

・授業の学習内容を理解している。 ・定期テスト
・社会生活を営むうえで必要な知識を身に
つけている。

年 間 授 業 計 画

学期 分 野 単 元

１ 歴史的分野 第 5編 近代の日本と世界
第１章 日本の近代化

３ 近代国家へのあゆみ
４ 立憲制国家の成立
５ 日清・日露の戦争と東アジアの動き
６ 近代日本の社会と文化

第 2 章 二度の世界大戦と日本
1 第一次世界大戦と戦後の世界
2 大正デモクラシーの時代
3 世界恐慌と中国との戦争
4 第二次世界大戦と日本

第 6編 現代の日本と世界
1 平和と民主化への動き
2 国際化する世界と日本

公民的分野 第１編 私たちと現代社会
1 私たちが生きる現代社会の特色
2 現代社会の文化と私たち
3 現代社会をとらえる見方や考え方

第 2編 私たちの生活と政治
第 1章 個人の尊重と日本国憲法

1 法に基づく政治と日本国憲法
2 日本国憲法と基本的人権
3 日本の平和主義

２ 公民的分野 第 2章 国民主権と日本の政治
1 民主政治と政治参加
2 くらしを支える地方自治
3 国の政治のしくみ

第 3編 私たちの生活と経済
1 消費生活と経済のしくみ
2 生産の場としての企業
3 金融のしくみとお金の価値
4 財政と国民の福祉

３ 公民的分野 第 4編 私たちと国際社会
1 国家と国際社会
2 国際社会の課題と私たちの取り組み

第 5編 私たちの課題




